
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師８０％以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等
により児童生徒の実態を知り、授業改善を図る。

A

・ほとんどの教職員がマイプランを設定し、年度末までの見通
しをもった実践を行っている。校内研修では、教職員間で児
童生徒の課題を分析・共有することで、授業改善を図ってい
る。 A

・学習状況調査の誤答分析等の校内研修により、各ステージ
や全学年での共通した取り組みを検討し、授業改善を進める
ことができた。「マイプランの成果指標を達成した」と自己申告
した教師は、80％に達した。 A

・目標は達成できている。
・実績の数値を具体的に挙げて「〇〇％」と表示した方が良
い。
・学力検査で他県より低いのは何が不足しているか検証する
必要がある。

・学力向上対策コーディ
ネーター

○「学び合い」による授業の充実による思考
力・表現力の向上

○アンケートにおいて、自分の考えをノート
やワークシートに進んで書いていると回答す
る児童生徒７０％以上。
〇学習状況調査等の「活用力」の問題の結
果を県平均以上。

・朝の時間を活用し、ステージごとに基礎・基本の定着
や活用力を高める学習に取り組む。
・授業の中に、自分の考えを伝え合い、考えを深めさせ
る学び合い活動を取り入れる。

B

・週１回の「南郷チャレンジ」の取り組みは計画的に行うことが
できている。
・学習アンケートを実施し、「課題を解決するとき、前に学習し
たことと関連づけて考えていますか」「友達に自分の考えを説
明するとき、分かりやすく説明しようと心がけていますか」の
設問において肯定的な回答をした児童が７０％以上を超えて
いた。

A

・週１回の「南郷チャレンジ」の取り組みは計画的に進められ
ている。
・アンケートにおいて「授業の内容がよくわかりますか。」「課
題を解決するとき、前に学習したことと関連づけて考えていま
すか」の設問において肯定的な回答をして児童が７０％以上
を超えていた。
・学習状況調査において「思考力・判断力・表現力」の観点の
正答率が多くの教科で県平均を上回っていた。

A

・「南郷チャレンジ」の取組は効果があると思う。目標は達成し
ている。
・県学力調査の到達基準で、唐松地区や杵西地区はポイント
が低い傾向にある。もし、公表されているのであれば、郷学館
が県、杵西、伊万里でどのレベルにあるのか取り組んだ成果
がなお分かりやすいと思う。

・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯定
的な回答をした児童生徒８０％以上

・教育活動の中で、ほめる（認める）過程を大切にし、児
童生徒の自己肯定感や自己有用感を高める。
・各学年の発達段階に応じた道徳、人権・同和教育「心
のひろば」を実施し、児童生徒の人権意識を高める。 B

・教育活動全体を通じて、友達と協力する場面や、主体的に
行動する場面、互いに認め合う場面を設けてきた。今後も、
様々な教育活動や道徳科の時間において、自己肯定感を高
める活動や道徳的価値を深める指導を継続して行う。 B

・道徳に関するアンケートにおいて、「命や思いやりの大切さについて
しっかりと考えることができていますか。」の設問に肯定的な回答をし
た児童生徒は80％を超えた。
・5年生で人権・同和教育の研究授業を実施し、授業後のアンケートで
全員が「偏見」に対する憤りを示した。
・感染症対策のため、「心のひろば」を実施することはできなかった。

B

・具体的取組が達成されることを期待する。
・実績の数値を挙げた方が良い。
・コロナ禍で「心のひろば」を実施するすべはなかったのだろう
か。

道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者
各担任

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教員８
０％以上

・本校のいじめ防止対策基本方針をもとに、いじめの定
義、覚知、認知及び対応について共通理解を図り、全職
員で対応する。
・定期的に心のアンケートや教育相談を実施し，いじめ
の早期発見を行う。

B

・いじめの対応については管理職と連携を取りながら対応で
きている。いじめ防止等について組織的に対応ができている
と回答した教員９割以上。
・月に１回，心のアンケートを実施し，いじめの早期発見に努
めることができた。

A

・いじめの対応について全職員で共通理解を図りながら組織
的に対応することができた。アンケートの結果，全職員が肯
定的な回答をした。
・定期的なアンケートや教育相談を実施できた。児童生徒に
対してのアンケートの結果，「先生があなたの悩みをよく聞い
てくれる」と答えた人が90.1％であった。

A

・児童生徒のアンケートで９１％が先生がよく話を聞いてくれ
るとの答えはよかったと思う。
・残りの１０％のの子のことも心がけてフォローしていただきた
い。

生徒指導主事
各担任

◎夢や目標の実現向けて努力する気持ち
を高める教育活動の推進

○様々な活動ごとに自己評価を行い，達成
感を実感する児童生徒８０％以上。

・あらゆる教育活動の場で，出番を意図的に作り，役割
を計画的に与え，しっかりと承認する機会をつくる。

B

・各ステージごとに計画的に活動や行事等を、ステージリー
ダーの学年が、計画、運営したり、活動の報告を他学年にし
たりするなどして進めることができた。 B

・ステージの最上級生としての自覚をもち、達成感を味わって
満足度をもった児童生徒は78   ％。一人一役などの役割を
与え、できるだけ多くの出番や活躍の場を設定する必要があ
る。 B

・達成できることを期待します。
・最終評価の数値は「最上級生」の７８％だけを対象にされて
いるが、成果指標は「各ステージごと」であり、最上級生だけ
ではないので、せめて7年生以上の実績の数値を挙げるべき
である。

各ステージリーダー
各担任

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童（前期課程）６
０％以上、生徒（後期課程）８０％以上

・外遊びの道具を充実させる。
・体育の授業や南郷マッチにおいて、児童生徒が自主
的な準備や計画を行えるように計画する。
・新体力テストの結果を踏まえて、児童生徒に運動やス
ポーツの実施目標を立てさせる。 A

・6月実施のアンケートにおいて授業以外で運動やスポーツを
行う時間が１週間で４２０分以上の児童（前期課程）８０％、生
徒（後期課程）８８％で目標を達成していた。
・新体力テストの結果を振り返りをもとに、夏休みにトレーニン
グ計画を作成し、実施することができた。
・今後は、スポーツチャレンジの取り組みの呼びかけや、外遊
びの道具の充実を引き続き行いたい。

B

・2月実施のアンケートにおいて授業以外で運動やスポーツを
行う時間が１週間で420分以上の児童（前期課程）69％、生徒
（後期課程）59％であった。後期課程が減少した理由として、
9年生が部活動を引退したことが起因している。部活動が運
動習慣の定着化の一端となっている。今後は、全校で行える
取り組み（ウォーキングチャレンジなど）を検討していきたい。
・外遊びの道具の充実により、外遊びをする児童生徒が増え
た。

B

・子供たちの体力作りも学校生活において必要と思う。
・部活動に依拠した運動習慣だけではない取組を期待しま
す。
・マラソン大会を復活してはどうか。
・ウォーキングチャレンジを検討されていることはいいとは思う
が、後期課程の目標８０％が高すぎるのではないか。他校の
目標と乖離がないのか点検する必要がある、受験前の最上
級生は、週４２０分はどうしてもクリアできないのではないか。
単純に１００％×（７・８年生）人/（７・８・９年生）人でもいいの
ではないか。

体育主任
体育副主任
各担任

○感染症予防教育の充実 ○学校及び家庭生活において、手洗い・う
がい・消毒の習慣がついている児童生徒
90％以上

・感染症予防の知識や意義、実践方法を全学年、発達
段階に応じて保健指導を行う。
・健康委員会の呼びかけやポスター作成の支援を行う。 B

・手洗いポスター等を作成し呼びかけを行うことができてい
る。今後は全学年に保健指導が行えるように調整を進めてい
く。 A

・「手洗い・うがい・消毒ができているか」のアンケートにおい
て、約92％の児童生徒が習慣化されており、成果指標を達成
した。
・保健教育の充実や健康委員会での給食前や体育後の呼び
かけ、ポスター作成を実践できていた。

A

・達成できていると思う。

養護教諭
保健主事

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日を定時退勤日とし、定時退勤を促す。
・平日の部活動指導を３回までとする。
・分掌内の協働を進め、１人に負担が集中しないように
する。 B

・水曜日は定時に退勤することはできていないが、他の平日
よりは早くなっている。
・部活動についてはガイドラインに則って実施することがでい
ている。
・平日の部活動指導を３回までについては守ることができて
いる。

B

・時間外勤務時間が月４５時間以上になったのは全体の約
40％であった。もう一段の改善が必要と思われる。
・部活動指導については複数顧問制をとったので、若干の負
担減につながった。 B

・働き方改革を言われるなか、先生の負担を軽くするためにも
もっと改善していただき、いろいろ対策を出してほしい。
・時間外在校上限４５時間を超える職員が４０％だったのは
「C」レベルでもいいのではないか。実情はなかなか困難であ
ることは理解できる。

管理職（教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○自律的に判断し、活動す
るステージ経営

○ステージリーダーを中心とした各ステージ
経営の充実

〇教職員のステージ経営の充実及び満足
度９０％以上。

・ステージ経営方針に沿って，OJTを核とした共通理解と
実践を図る。 B

・定期的なステージ部会により、共通理解を図ることができて
いる。 A

・アンケートにおける肯定的な回答が96％であった。各ステージごとに
行事や活動を通して，リーダーを中心に取組を進めることができた。

A
・ステージの活動の他に６年生に小学生の最上級生としての
自覚を持たせるために、１年生と一緒に野菜などを育てて料
理作りをしてもいいのではないか。

各ステージリーダー

○コミュニティ・スクールとし
ての活動の深化

○学校を含めた南波多全体で、児童生徒が
育つ持続可能な仕組み作り

○学校運営協議会規約の制定
○地域参加のクラブ活動の実施

・学校運営協議会の熟議を通して南波多郷学館におけ
る学校運営協議会規約の制定を行う。
・地域住民を講師としたクラブ活動に取り組む｡ B

・学校運営協議会規約の制定については、11月の協議会で
検討を行う準備を進めている。
・地域住民を講師としたクラブ活動は『南波多こども教室』とし
て、４つの教室を設置し取り組んでいる。

A
・１１月の学校運営協議会において規約について熟議を行
い、南波多郷学館における規約を制定した。
・地域住民を講師としたクラブ活動『南波多こども教室』を実
施した。

A
・「地域での清掃活動」や「大野岳の林道側溝清掃」「ひまわり
の種まき」など校外での子供たちの社会参画が昨年度より進
んだ。
・保護者の理解が不足しているのではないか。

管理職（副校長）

○一人ひとりのニーズに応
じた個別指導の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援学級および通常学級において
支援を要する児童生徒への指導・支援の充
実が図られた実感する教職員８０％以上。

・校内における児童生徒の支援や見取り。
・ケース会議や関係機関を招聘しての職員研修を充実
させ、「誰でもできる特別支援教育」を目指す。

B

・校内における児童生徒の支援や就学支援を行った。
・職員研修では、教職員支援機構の「特別支援の実際」につ
いて受講した。通常学級でもできる特別支援教育について、
前期・後期の先生は２学期からに生かせるという感想だった。
しかし、実感できた教員は８０％には至っていない。 B

・校内における支援が必要な児童生徒の学習の支援を行っ
た。
・校内のケース会議や西部教育事務所の巡回相談を行い、
児童に合った支援の方法を行うようにした。
・支援を要する児童生徒への指導や支援に満足している職
員は、７８％である。支援が必要な児童生徒の相談や担任ま
たは保護者の悩み等に、さらに積極的に来年度はかかわっ
ていきたい。

B

・数値目標が達成できる取り組みとなることを期待します。
・特別支援教育の必要な児童・生徒数が分からないので、評
価が難しいが、勤務時間の枠の中で７８％の職員が満足して
いると回答しているのでおおむね達成できているのではない
だろうか。

特別支援教育コーディネー
ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本年度は南波多郷学館９年プランの【充実期】（開校４～６年）である。
　到達目標３：郷学館で学べば児童生徒の力が確実に伸びる・・・「南郷チャレンジ」の取組を計画的に進めたことで学習状況調査において「思考・判断・表現力」は県平均を上回った。
　到達目標４：郷が区間に勤務すれば教職員のしどうりょくが確実にアップする・・・ICTを取り入れた指導に積極的に取り組み、マイプランの成果指標を達成した教職員は８割に達した。
　到達目標５：郷学館の教育活動が南波多の教育振興につながる・・・地域に出かける奉仕活動に取り組むことで社会参画が昨年度より進んだ。
・業務改善については十分な成果が挙がったとはいえず、今後、取り組みを改善し、働き方改革を進めていく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本年度は南波多郷学館9年プランの【充実期】として、「到達目標３：郷学館で学べば児童生徒の力が確実に伸びる　 到達目標４：郷学館に勤務すれば教職員の指導力が確実にアップする」 を達成するために、本年度から全ての学年で『学び合い』に取り組み、児童生徒からは肯定的な回答が9割を
超えた。授業で理解したことをどう定着させるかが今後の課題である。
・コミュニティ・スクールとしてスタートして3年目を迎えた。「 到達目標５　：　郷学館の教育活動が南波多の地域振興につながる」 を念頭に、クラブ活動での地域人材の活用に取り組むなど新たな取り組みを行った。徐々に地域、保護者の認知度は上がりつつある。今後も工夫して情報発信を続け、認知
度を上げたい。

２　学校教育目標 「ふるさとを愛し、志をもつ児童生徒の育成」　～　ふるさとに学ぶ　ふるさとを学ぶ　ふるさとの人と共に歩む　～

３　本年度の重点目標

（１）主語が大人の「育てる」学校から主語が子どもの「育つ」学校へ
（２）自律的に判断し、活動するステージ経営を目指して
（３）コミュニティ・スクールとしての活動の深化
（４）学校における働き方改革

学校名 伊万里市立南波多郷学館

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


